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カッパIV型の観測記録

丸　安　研　究　室

　1．　ま　え　が　き

　口t｛1032年gJi一ヨ20　F「1こr’．］’t’／Lナこ　K［V－1　‘L機．ヒ　9」i22

［に発射したK］「－2号陵の観測班による光」．jを的観測の

結果の報告．〔ある，L．ずれも夜間発鰐で，前9〔，Z／1．・後7

痔3分，後者は午後7時に発射Lt二、

　2．　使　用　機　械

　P－20航「｛E’j：真用力1ラ〔レンズは広角90°Topogon・

熊点、距離20cm，　f：5．6C与：真1）使用フで1レムはKo．

dak　Super　XX　Aerographic　Film）および焦点蹟離75

cmの航空カメラ（写真2）・

　ブースタISよびメインロケ．ノトに発光筒を取りつけ，

そり航跡を上記のカメラで撮影した．前者は航跡のge．－

neral　viewを，後者ぱ局部的な）E4，’ii5，・opfk．をcatchする

ためであろ，

　1．・ずれもランチャー点よF）北方5，000mの地点でラン

チャー点とほぼ同じ高さの点にある北観測点において行

っノこもび）『（1’ある．

　3．撮　影　記　録

　力．アパIV型1号機；

　発光ば非常に明瞭で，メインとブースタの切断もきわ

めてはっきりとカメラでcatchすることができた1写真

3〕．切断後所定の時間でメインに点火したが発射後16秒

で爆燃をお二した．ブースタは

正常に飛しょうを続けた．

　カッパIV型2号機：

　写真4は2号機の飛しょラ状

況である．発射後ブースタステ

ーシですでに粛r’撚焼をおこし

ている．ブースタはこのために

正常な飛Lようを行わないで発

光は消滅している．右上方隅て

わずかに発光の跡の見えるの

に，ブースタを離れたメイン，：

ここで爆燃したものと思われ

る．

　写真5は2弓機ブースタロケ

ットの燃焼の状況を長焦点航空

カメラでとらえたものである．

　　　　　　（1958．8．21）

生　産　研

’1テ真1　P－20航空写真用カメラ

写真2　焦点距離75cmの航空カメラ

写真3　1V型1号機（P－20航空カメラ撮影）
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第10巻　第10号

写真4　1V型2号機｛P　2D航空ヵメラ撮影）：

写真5　 A．．．．　
．

「刑2暑機C75cm航空カメラ撮影）
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